
平成 30 年度 長崎県大学図書館協議会総会 議事要旨 

 

日時：平成 30 年 6 月 6 日（水）14：30～16：30 

会場：長崎外国語大学 第一会議室・第二会議室 

出席館：11 館 22 名（欠席館なし） 

長崎県立大学シーボルト校（森 美彦・橋 幸代）、長崎県立大学佐世保校（石田和彦・豊村正

博）、長崎総合科学大学（山川邦子）、活水女子大学（奥村治輝）、長崎純心大学（岩崎由希子）、

長崎国際大学（岸原健二・久保隆司）、長崎外国語大学（マラ クラウディア・別所佐和子）、長

崎ウエスレヤン大学（天野みゆき）、長崎女子短期大学（森 弘行・伊藤理恵子）、長崎短期大学

（小嶋栄子・岩﨑節子）、佐世保工業高等専門学校（田﨑弘章・川副国昭）、長崎大学（田井村昭

博・満本眞一・上野 宏・西村理絵） 

オブザーバー出席：長崎県公共図書館等協議会（林田誠一） 

 

 

1、 総会成立の報告 

全館出席のため、総会が成立するとの報告があった。 

また、オブザーバーとして長崎県公共図書館等協議会より長崎県立長崎図書館の林

田館長が出席するとの説明があった。 

 

2、 会場館挨拶 

長崎外国語大学教育研究メディアセンター長（マラ クラウディア）より挨拶があ

った。 

 

3、 代表幹事館挨拶 

長崎大学附属図書館長（田井村昭博）より挨拶があった。 

 

4、 自己紹介 

着席順に自己紹介をおこなった。 

 

5、 議長選出 

慣例により、会場館である長崎外国語大学マラセンター長が議長に選出された。 

 

6、議題 

（1） 平成 29 年度事業報告・平成 29 年度決算報告・監査報告について〔資料 1・2〕 

事務局担当（長崎大学：西村班長）より、前年度の事業報告と決算報告があった。 

監査報告については、長崎ウエスレヤン大学天野司書より適正との報告があっ 

た。報告事項はすべて承認された。    

研修会・講演会報告 



1） 平成 29 年 8 月 28 日、長崎県公共図書館等協議会との合同研修会が開催され

た。会場は長崎県立大学シーボルト校、参加者は 90 名（大学 10 名、公共等

80 名）であった。 

2） 平成 30 年 1 月 29 日、実務研修会が長崎大学で開催された。参加者は 17 名

（8 大学）であった。 

 

継続事業 

1） Library Lovers’ Nagasaki2017（期間：平成 29 年 10 月 17 日～11 月 13 日）

に、全加盟館が参加した。合同企画「英語でチャレンジ！ラリーはどこ！？」

には、9 校 800 名が参加した。（ワーキンググループ打合せ：平成 29 年 8 月 3

日） 

2）平成 29 年度中に、新たに 2 校が学術機関リポジトリを公開した。 

3） 合同研修会の実施、協力車を利用した相互貸借など、公共図書館との相互協

力の推進を順調におこなっている。 

 

（2）平成 30 年度役員館等の選出（案）について〔資料 3〕 

   事務局担当（長崎大学：西村班長）より、ローテーション表にもとづいて説明が

あり、平成 30 年度の役員館等について承認された。今年度の役員館任期につい

て、総会の翌日（6 月 7 日）から次年度の総会当日までとするという説明があっ

た。また、代表幹事館は長崎大学となった。（今年度の幹事館、長崎大学・長崎

国際大学・佐世保工業高等専門学校間の互選の結果） 

 

（3）平成 30 年度事業計画（案）及び予算（案）について〔資料 4・5〕 

   事務局担当（長崎大学：西村班長）より資料に沿って説明があり、ともに承認さ

れた。 

 

   研修会・講演会 

1）実務研修会①長崎県公共図書館等協議会との合同研修会 

テーマ：情報リテラシー教育／ビジネス支援（仮） 

日時：平成 30 年 8 月 27 日（月） 

会場：長崎大学 

講師：獨協大学高田淳子氏／広島市立図書館（予定） 

 

2）実務研修会② 

テーマ：未定（著作権法改正等にちなんだもの） 

日時・会場・講師等、未定。 

 

 



   継続事業 

1） 継続事業①Library Lovers’ Nagasaki キャンペーン 

昨年度に引き続き実施する。例年同様、近々ワーキンググループを募る予定。 

 

2）継続事業②学術機関リポジトリ構築の支援 

要望に応じて企画・実施する。 

 

3）継続事業③県内公共図書館との相互協力の促進 

実務研修会①によって、両協議会の相互協力を促進する。 

 

7、報告等〔資料 6〕 

（1）承合事項 

承合事項ついて長崎大学から趣旨説明があった。回答資料をもとに、各館から補足 

説明や所感等の発表があった。 

 

（2）その他 

オブザーバー出席の長崎県立図書館長（林田誠一）より、「県立・大村市立一体型

図書館及び郷土資料センター」（仮称）整備基本計画について、資料に基づき説明が

あった。県と市の一体化図書館は高知に次いで 2 例目。現時点で当初の予定より 8 ヶ

月ずれ込んでいるが、建物竣工を平成 31 年 1 月、オープンを同年 11 月頃とできる

よう、準備を進めているとのことであった。移転作業のため、現在の図書館は平成 30

年度の末頃に閉館し、巡回協力車は 9 月までの運行になる予定。1 年近く閉館するこ

とになるが、他県の図書館から資料を借り受けて提供することも検討している、との

ことであった。 

最後に、各館の抱える問題点や事業計画などについて発言があった。 

 

8、次年度会場校挨拶 

 長崎ウエスレヤン大学天野司書より挨拶があった。 

 

閉会 

以上をもって議事を終了した。 


